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アルゼンチンから花き園芸研究者が来日 
～南米原産花き「ブルースター」を中心に、 

高知県で花き栽培技術を学ぶ～ 
 

アルゼンチン共和国にある高知県1人会が創立55周年を迎える節目の今年、アルゼンチンから花き園

芸研究者2名が来日し、高知県をはじめとする国内の花き生産現場において、日本の花き市場や育種・栽

培技術に関する研修を実施します。研修員らは、高知県農業技術センター、株式会社土佐花き園芸市場な

どを訪れる予定です。 

 

特に、高知県芸西村は、南米原産の花き「オキシペタラム（ブルースター）」の日本国内生産量、出荷量共

に全国第１位を占める一大産地です。今回の研修では、アルゼンチンの花き園芸研究者がこうした育種や

栽培現場の視察を通して、日本の高度な花き生産技術や栽培管理の実践的知識を学ぶ機会となります。 

なお、アルゼンチンにおいてもブルースターの生産や技術指導はされていますが、現地では基礎的な技

術や栽培に対する意識が十分に浸透しておらず、日本の生産現場を直接見学することは、研修員にとって

大きな刺激になると期待されています。 

 

本研修は、株式会社フラワーオークションジャパン（https://www.faj.co.jp/）（東京都大田区）が実施

します。同社は、開発途上国の課題解決に貢献する日本企業等のビジネス計画策定を支援する JICA「中

小企業・SDGs ビジネス支援事業」制度に採択され、遺伝資源の活用と育種の計画性を高めることで、ア

ルゼンチンの花き産業の競争力と生産性を向上させることを目指しています。同社はアルゼンチンでの

現地活動においても、高知県出身の日系 3 世の花き生産者の方に花き栽培の技術指導を行なっており、

日系移民の歴史を背景にした活動が、今なお続いています。 

 

本研修は、10月 12日（日）〜20日（月）にかけて実施され、10月 14日（火）・15日（水）の 2日間は

高知県での研修が予定されています。研修員たちは日本各地の花き生産地を訪れ、技術や知識を深める

貴重な機会となります。花を通じて育まれる国際交流の現場を、ぜひ取材・報道いただけますようお願い

いたします。なお、取材をご希望の方は、お手数ですが、下記の問い合わせ先まで事前にご連絡ください。 

 

１． 来日研修概要  

アルゼンチン共和国の園芸産業振興と生物多様性の持続的な有効活用のために、花き（主にオキシペタ

ラム）の栽培方法や市場、研究機関の役割に関する日本での知見を研修員（2名）に提供する。 

 

２． 研修日程案（取材可能な日） ※日西通訳者がいるため、研修生や企業担当者へ日本語でのインタビュ

ーも可能。 

 

 
1 高知県は、1908年に始まった日本政府の日本人南米移住事業においても重要な役割を果たしてきました。1907年に

ブラジル政府と日本人移民の受入契約をまとめ、後に「ブラジル移民の父」とも称された水野龍氏は高知県出身です。また、

第1回のブラジル移民にも15人の高知県人が参加しました。 

 

https://www.faj.co.jp/
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日時  場所 内容 

10月13日（月） 9：00～12：00 大田花き市場 

（東京都大田区） 

大田花き市場の見学及び流通シス

テムについての講義 

10月14日（火） 9：00～10：３０ 高知県農業技術センター 

（高知県南国市） 

わが国の公的研究支援の状況、育

種手法等についての講義 

１１：00～11：40 西内農園 

（高知県香南市） 

切り花生産現場について見学（トル

コギキョウ、ブルースター等） 

１３：30～17：00 芸西ブルースター開発部会 

（高知県芸西村） 

切り花生産技術について実習（トル

コギキョウ、ブルースター等） 

10月15日（水） 9：00～10：00 高知市ファーマーズマーケ

ットとさのさと 

（高知県高知市） 

花きの販売現場、ファーマーズマー

ケットを見学 

１0：30～12：00 三里園芸出荷場 

（高知県高知市） 

切り花生産･出荷場について見学

（グロリオサ） 

１3：00～14：00 長浜園芸出荷場 

（高知県高知市） 

切り花生産･出荷場について見学

（オリエンタルユリ） 

10月16日（木） １0：00～11：00 株式会社クロカワストック 

（千葉県館山市） 

花き育種・種子販売の現場につい

て見学 

１3：00～14：00 有限会社ネオフィリアン 

（千葉県南房総市） 

鉢物・切り花生産現場について見学 

14：30～15：30 有限会社折原園芸 

（千葉県南房総市） 

切り花生産現場について見学 

１６：00～17：00 青木園芸 

（千葉県南房総市） 

10月17日（金） １4：00～16：00 静岡県農林技術研究所 

伊豆農業研究センター 

（静岡県賀茂郡東伊豆町） 

静岡県における花きの品種改良の

状況と技術について 

10月18日（土） １0：00～11：00 大花園 

（静岡県） 

花き生産、育種の現場について見

学 

１3：00～14：00 後藤園芸 

（静岡県） 

10月19日（日） １0：00～11：00 安行殖産園 

（埼玉県川口市） 

14：00～15：00 早野園芸 

（埼玉県本庄市） 

３．案件概要  

・採択企業： 株式会社フラワーオークションジャパン（東京都大田区）、1988 年設立 

・企業 HP： フラワーオークションジャパン (https://www.faj.co.jp) 

・案件名： アルゼンチン国現地遺伝資源を活用した園芸品種開発・産地育成・グローバル展開普及・実証・ビ

ジネス化事業（中小企業支援型） 

・契約期間： 2024年6月12日～2027年6月30日 

・事業内容： マーケットニーズに応じた園芸品種開発ノウハウおよび生産・流通ノウハウに関する普及・実

証・ビジネス化事業。本事業後にアルゼンチン国の遺伝資源を活用した園芸品種の開発や産

地育成グローバル展開を図り、ひいてはアルゼンチンの園芸産業振興と生物多様性の持続

的な有効活用への貢献を目指す。 

https://jica365-my.sharepoint.com/personal/sakano_haruko_jica_go_jp/Documents/Fc191-049%20株式会社フラワーオークションジャパン（アルゼンチン）/フラワーオークションジャパン
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【本件に関するお問合せ先】 

 JICA 民間連携事業部 企業連携第二課（坂野） 

Tel: 080-7139-2070 / E-mail: Sakano.Haruko@jica.go.jp 

  

JICA四国センター・業務課（本村） 

Tel: 087-821-8824 / E-mail: jicaskic@jica.go.jp 


